2014道本部総合政策局発第444号
2014年７月４日
各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　　山　上　　潔

（ 政 治 部 ）
第６回憲法問題連続講座の開催について
　日頃のご健闘に、心より敬意を表します。
　さて、政府は７月１日に多くの国民の反対の声を無視し、集団的自衛権の行使を容認するための憲法解釈を変更する閣議決定を強行しました。安倍晋三首相は、①国民の幸福追求権が根底から覆される明白な危険がある、②他に適当な手段がない、③必要最小限度とする－とする「武力行使３要件」で、あくまでも「限定的な行使」であると強調しています。
しかし、時の政府が「明白な危険」を都合よく解釈すれば、事実上、あらゆる事態を「要件に該当する」と認定し、集団的自衛権を行使することが可能となります。実際、政府は中東地域のシーレーン（海上交通路）での機雷掃海など、集団的自衛権の８事例全てで行使が可能としています。
昨年12月以来となる第６回憲法問題連続講座では、半田滋さんを迎えて８事例の問題や秋の臨時国会に向けた「自衛隊法」や「周辺事態法」の改正の動きなどについて、話していただく予定です。秋に向けての取り組みの意義を再確認するための場として、ぜひ各単組・総支部からの積極的な参加をお願いいたします。
記

第６回憲法問題連続講座

１．日　時　　2014年７月31日（木）18：00～20：00
２．会　場　　北海道自治労会館「４Ｆホール」　札幌市北区北６条西７丁目

３．主　催　　北海道平和運動フォーラム
４．内　容　　講演　「日本は戦争をするのか－集団的自衛権と自衛隊（仮称）」
講師　　東京新聞編集委員兼論説委員　半田　滋　さん
	講師プロフィール　　半田　滋（はんだ　しげる）さん
1955年栃木県宇都宮市生まれ。下野新聞社を経て、91年中日新聞社入社、東京新聞編集局社会部記者を経て、2007年８月より編集委員。11年１月より論説委員兼務。1993年防衛庁防衛研究所特別課程修了。92年より防衛庁取材を担当。2004年中国が東シナ海の日中中間線付近に建設を開始した春暁ガス田群をスクープした。07年、東京新聞・中日新聞連載の「新防人考」で第13回平和・協同ジャーナリスト基金賞（大賞）を受賞。著書に『防衛融解　指針なき日本の安全保障』(旬報社)、『「戦地」派遣　変わる自衛隊』(岩波新書)＝09年ジャーナリスト会議（JCJ）賞受賞、『自衛隊VS北朝鮮』（新潮新書）、『闘えない軍隊』（講談社＋α新書）。13年７月には『集団的自衛権のトリックと安倍改憲』(高文研)。最新刊に『日本は戦争をするのか－集団的自衛権と自衛隊』。


５．その他　　翌８月１日には第２回自治労共済生協北海道支部組合員代表者会議や道本部政治集会を開催予定ですので、あわせての積極的な参加をお願いします。
